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核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉
会
議
に
向
け
て

の
市
長
の
決
意
と
、
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
る

国
際
会
議
に
お
け
る
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉
会
議
に
向
け
、

５
月
の
核
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
の
準
備

委
員
会
に
お
い
て
、
全
て
の
国
々
に
対
し
、

交
渉
会
議
に
参
加
し
条
約
制
定
に
前
向
き
で

建
設
的
な
議
論
を
行
う
よ
う
強
く
訴
え
た
い
。

ま
た
、
６
月
の
交
渉
会
議
に
は
専
門
家
を
派

遣
し
、
条
約
の
早
期
実
現
を
訴
え
た
い
。

　
長
崎
市
開
催
の
国
際
会
議
に
つ
い
て
、
４

月
の
Ｃ
Ｉ
Ｆ
軍
縮
不
拡
散
教
育
国
際
会
議
で

は
、
原
爆
資
料
館
観
覧
料
の
減
免
、
会
場
の

提
供
、
会
議
開
催
の
周
知
な
ど
の
支
援
を
行

い
た
い
。
ま
た
、
８
月
の
平
和
首
長
会
議
総

会
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
の
機
運
を
高
め
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
民
参
加
を
促
し

た
い
。
そ
の
上
で
、
平
和
を
市
民
社
会
か
ら

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
長

崎
市
か
ら
世
界
へ
発
信
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
向
け
た
検

討
状
況
、
未
納
対
策
と
し
て
の
児
童
手
当
か

ら
の
給
食
費
徴
収
及
び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
に
お
け
る
異
物
混
入
な
ど
の
リ
ス
ク
分

散
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
公
会
計
化

に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
29
年

度
に
は
、
学
校
現
場
や
関
係
部
局
と
具
体
的

な
協
議
を
進
め
、導
入
計
画
を
策
定
し
た
い
。

ま
た
、
児
童
手
当
か
ら
の
徴
収
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
公
会
計
化
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た

い
。

　
新
た
に
建
設
す
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

の
異
物
混
入
な
ど
の
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て

は
、
作
業
エ
リ
ア
を
区
分
け
し
た
衛
生
管
理

の
徹
底
や
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
、
エ
ア
カ
ー
テ
ン

の
設
置
な
ど
に
よ
る
チ
ェッ
ク
体
制
の
強
化
、

調
理
ラ
イ
ン
の
複
数
化
に
よ
る
事
故
の
リ
ス

ク
分
散
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
が
、
他
都
市

の
事
例
も
十
分
研
究
し
対
応
し
た
い
。

地
方
交
付
税
が
減
少
し
、
臨
時
財
政
対

策
債
が
増
加
し
て
い
る
現
状
に
対
す
る
長
崎

市
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

長
崎
市
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
見
込

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

長
崎
市
が
借
り
入
れ
た
臨
時
財
政
対
策

債
の
元
利
償
還
金
の
全
額
が
地
方
交
付
税
の

基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
地
方
へ
の
負
担
転
嫁
や
負
担
の
先
送
り

に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
来
、

地
方
の
財
源
不
足
に
対
し
て
は
、
国
の
責
務

と
し
て
地
方
交
付
税
の
所
要
額
を
確
保
す
べ

き
で
あ
り
、
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国

に
強
く
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　
長
崎
市
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
決
算
は
約
37
億
円

の
黒
字
で
あ
る
。
ま
た
、
５
年
間
の
中
期
財

政
見
通
し
に
お
い
て
も
黒
字
を
見
込
ん
で
お

り
、今
後
も
適
切
な
財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

長
崎
の
将
来
を
見
据
え
た
と
き
の
浜
町

地
区
の
位
置
づ
け
と
現
在
の
状
況
、
支
援
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

浜
町
は
長
崎
市
最
大
の
商
店
街
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
ま
ち
な
か
文
化
発
祥
の
地
、

交
通
結
節
点
で
も
あ
る
な
ど
多
様
な
機
能
を

持
っ
た
地
域
で
あ
り
、
非
常
に
大
事
な
地
区

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て
は
、
準
備
組
合

に
お
い
て
推
進
計
画
の
作
成
が
な
さ
れ
る
と

と
も
に
、
現
在
、
地
権
者
の
理
解
を
得
る
た

め
の
協
議
・
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
準
備

組
合
へ
の
補
助
や
技
術
的
な
助
言
な
ど
を
行

っ
て
き
た
が
、
今
後
と
も
事
業
の
実
現
に
向

け
て
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
容
積
率
の
緩
和
や
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
行
政
施
設
を
設
置
す
る
た
め
に
再
開

発
事
業
の
床
の
一
部
取
得
な
ど
が
必
要
な
場

合
に
は
、
協
議・調
整
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
の
中
に
は
、
坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

の
施
設
設
置
に
反
対
す
る
声
が
多
い
。
市
民

の
声
を
聞
き
、
設
置
容
認
の
判
断
を
撤
回
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

核
兵
器
廃
絶
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

学
校
給
食
の
見
直
し

今
後
の
財
政
見
通
し
と
財
政
運
営

浜
町
地
区
に
お
け
る
市
街
地
再
開
発

Ｃ
Ｉ
Ｆ
…
米
ジ
ェ
ー
ム
ス・マ
ー
テ
ィ
ン
不

拡
散
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
宰
す
る
世
界
の
高

校
教
員
と
高
校
生
に
軍
縮・核
不
拡
散
問
題

の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。こ
の
会
議
の
日
本
で
の
開
催
は
、被

爆
70
周
年
と
な
る
平
成
27
年
の
広
島
市
で

の
開
催
に
次
い
で
２
都
市
目
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
…
借
入
金
等
を
除

く
税
収
な
ど
の
歳
入
と
、借
入
金
の
元
利

払
い
等
を
除
く
歳
出
と
の
収
支
の
こ
と
。

臨
時
財
政
対
策
債
…
地
方
の
財
源
不
足
を
地

方
交
付
税
だ
け
で
賄
え
な
い
場
合
に
、地
方

公
共
団
体
が
起
債
す
る
地
方
債
の
こ
と
。
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